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第
３
回
理
事
会

　

福
島
第
一
原

発
事
故
ま
で
毎

年
５
月
は
「
原

子
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
月
間
」
だ
っ
た
。
電

力
会
社
が
安
全
知
識
の
啓
蒙

に
取
り
組
み
、
原
発
へ
の
印

象
を
〝
操
作
〞
し
て
い
た
。

　

危
険
性
を
隠
す
原
発
用
語

は
今
も
使
わ
れ
て
い
る
。
汚

染
水
は
「
処
理
水
」、
老
朽

化
は
「
高
経
年
化
」、
実
害

な
の
に
「
風
評
被
害
」
な

ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

「
平
和
利
用
」
と
言
っ
て
安

全
神
話
を
称
え
る
が
、
事
故

が
起
き
れ
ば
被
曝
は
避
け
ら

れ
な
い
。
表
現
を
変
え
て
も

危
険
な
本
質
は
同
じ
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
何
度
も
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
今
も
原
子
力
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
で
き
な
い
ま

ま
だ
。
廃
炉
へ
向
け
、
多
く

の
作
業
員
が
被
曝
と
た
た
か

っ
て
い
る
。
復
興
未
達
か
ら

世
界
の
目
を
そ
ら
す
た
め

か
、
東
京
五
輪
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
復
興
」
か
ら
「
コ
ロ

ナ
克
服
」に
す
り
替
わ
っ
た
。

　

東
電
は
廃
炉
が
進
ま
ぬ
な

か
で
も
、
青
森
・
東
通
村
に

原
発
を
新
設
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
福
島
の
苦
杯
を
早
く

も
忘
れ
た
か
。「
安
全
」
と

宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
危
険
な
も
の
は
、
も
う

い
ら
な
い
。 

（
Ｙ
）

第57回通常評議員会

第
８
回 

日
常
診
療
経
験
交
流
会
／
７
月
11
日（
日
）
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

理
事
長
に
小
澤
氏

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
を
守
る

社
会
保
障
重
視
の
政
治
へ
決
議

大阪の災害を考える　　　
　　　　～医療機関はどう備えるか
関西大学社会安全学部特別任命教授　河田惠昭

記念講演・事前抄録

評議員からの質問に答
弁する小澤氏＝15日、
Ｍ＆Ｄホール　　　　

救
え
る
命
が
救
え
な
い

死
亡
者
数
が
突
出

死
亡
者
数
が
突
出

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う

に
、
医
療
費
抑
制
政
策
の
も

と
病
床
削
減
が
進
め
ら
れ
、

と
く
に
感
染
症
病
床
が
極
端

に
少
な
い
現
状
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
増
大
で
、
病

　

筆
者
は
、
大
阪
生
ま
れ
の

大
阪
育
ち
で
あ
り
、
現
在
も

大
阪
に
住
ん
で
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
京
都
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
課
程
（
土

木
工
学
専
攻
）
に
進
学
し
て

防
災
研
究
を
開
始
す
る
と
き

か
ら
、
大
阪
で
起
こ
る
災
害

に
強
い
関
心
が
あ
り
、
爾
来

40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。

　

先
般
の
大
阪
都
構
想
案
に

反
対
し
た
の
も
、
大
阪
で
発

生
す
る
災
害
の
こ
と
を
ま
っ

た
く
無
視
し
た
未
熟
な
案
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
案
が
未

熟
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
を
構

想
し
た
政
治
家
も
未
熟
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

大
阪
で
発
生
す
る
災
害
に

つ
い
て
、
明
治
時
代
以
降
は

と
く
に
詳
し
い
資
料
が
残
っ

て
い
る
。
一
番
猛
威
を
振
る

っ
た
の
は
台
風
に
よ
る
高
潮

で
あ
り
、
つ
い
で
洪
水
で
あ

る
。

　

津
波
災
害
は
１
８
５
４
年

安
政
南
海
地
震
以
降
、
起
こ

っ
て
い
な
い
が
（
１
９
４
６

年
昭
和
南
海
地
震
津
波
は
、

大
阪
市
域
で
約
１
㍍
と
小
さ

く
、
被
害
は
な
か
っ
た
）、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発

生
確
率
は
、
今
後
30
年
以
内

で
70
〜
80
％
で
あ
り
、
仮
に

Ｍ
９
・
０
で
地
震
が
起
こ
る

と
大
阪
市
に
は
３
・
８
㍍
の

津
波
が
来
襲
し
、
大
阪
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
地
下
街

や
地
下
鉄
が
水
没
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

内
陸
の
地
震
に
つ
い
て

は
、
上
町
断
層
帯
地
震
（
Ｍ

７
・
５
）
が
起
こ
れ
ば
、
大

阪
市
内
を
中
心
に
壊
滅
す

る
。
な
ぜ
な
ら
全
国
の
木
造

密
集
市
街
地
の
ワ
ー
ス
ト
10

の
う
ち
８
地
区
が
大
阪
市
内

に
存
在
す
る
か
ら
だ
。

　

講
演
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
わ
か
っ
た

社
会
現
象
と
し
て
相
転
移
の

発
生
が
被
害
を
未
曽
有
に
す

る
と
い
う
事
実
、
地
球
温
暖

化
に
よ
っ
て
線
状
降
水
帯
の

豪
雨
が
洪
水
氾
濫
で
も
相
転

移
を
起
こ
し
て
お
り
、
医
療

施
設
が
被
災
し
て
い
る
と
い

う
事
実
、
そ
し
て
、
高
潮
脅

威
の
増
大
な
ど
を
説
明
し
、

で
は
医
療
機
関
は
ど
う
備
え

れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
述

べ
る
。

◆

　

お
申
し
込
み
は
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま

す
。

が
恒
常
化
し
、
感
染
者
の
１

割
し
か
入
院
で
き
ず
、
自
宅

療
養
中
や
入
院
調
整
中
に
容

体
が
急
変
し
て
亡
く
な
る
人

が
続
出
し
た
。
適
切
な
医
療

が
提
供
さ
れ
れ
ば
救
え
た
は

ず
の
命
が
救
え
な
い
、
ま
さ

人
、
東
京
都
２
・
２
人
）。

病
床
転
換
の
危
険

病
床
転
換
の
危
険

　

こ
う
し
た
医
療
崩
壊
と
も

い
え
る
事
態
に
対
し
て
、
菅

政
権
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援

る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
、

「
正
当
な
理
由
」
が
な
く
そ

れ
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、

医
療
機
関
名
を
公
表
す
る
と

い
う
感
染
症
法
の
改
正
が
行

わ
れ
た
（
２
０
２
１
年
２
月

13
日
施
行
）。

民
間
病
院
は
20
％
程
度
に
す

ぎ
な
い
。
病
床
転
換
に
応
じ

な
い
医
療
機
関
名
を
公
表
す

る
と
い
う
一
種
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
背
景
に
、
民
間
病
院

の
一
般
病
床
を
感
染
症
病
床

に
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
手

「
病
院
運
営
実
態
分
析
調
査

概
要
」
に
よ
る
）。
通
常
の

民
間
病
院
で
あ
れ
ば
、
最
低

90
％
ぐ
ら
い
の
病
床
利
用
率

を
維
持
し
な
い
と
利
益
が
出

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
日
本
の
医
療
機
関
、
と

く
に
全
体
の
８
割
を
占
め
る

民
間
病
院
は
、
定
員
一
杯
の

入
院
患
者
を
受
け
入
れ
、
基

準
ぎ
り
ぎ
り
の
医
療
従
事
者

を
配
置
す
る
こ
と
で
採
算
を

と
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

何
よ
り
も
、
一
般
病
床
を
増

や
さ
ず
に
コ
ロ
ナ
感
染
用
に

転
換
す
れ
ば
、
今
度
は
一
般

病
床
が
逼
迫
し
、
通
常
医
療

が
提
供
で
き
な
く
な
る
。

 

（
つ
づ
く
）

床
は
す
ぐ
に
満
床
と
な
り
、

基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人

は
も
と
よ
り
、
重
症
者
で
す

ら
入
院
治
療
が
で
き
な
く
な

る
状
態
に
陥
っ
た
。

　

と
く
に
、
２
０
２
１
年
４

月
以
降
の
第
４
波
の
感
染
拡

　

小
澤
力
理
事
長
は
挨
拶

で
、「
協
会
は
『
一
人
の
廃

業
者
も
出
さ
な
い
』
と
の
決

意
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組

み
、
１
千
数
百
件
に
上
る
会

員
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
き

た
」
と
報
告
。「
今
後
、
さ

ら
に
『
頼
り
に
な
る
協
会
』

を
め
ざ
し
、
会
員
の
権
利
と

経
営
を
守
る
た
め
に
全
力
で

活
動
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

１
号
議
案
（
情
勢
、
19
・

20
年
度
活
動
総
括
、
21
・
22

年
度
活
動
方
針
）
を
提
案
し

た
矢
部
あ
づ
さ
副
理
事
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
協
会
活

　

協
会
は
15
日
、
第
57
回
通
常
評
議
員
会
を
開

き
、
▽
２
０
２
１
・
22
年
度
活
動
方
針
▽
20
年
度

決
算
▽
21
年
度
予
算
―
―
な
ど
の
全
て
の
議
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
を

守
り
、
社
会
保
障
重
視
の
新
し
い
政
治
へ
の
転
換

に
全
力
を
尽
く
す
と
し
た
決
議
を
採
択
し
た
。
議

長
を
平
川
光
彦
氏
（
北
大
阪
地
区
）、
副
議
長
を

張
村
善
紀
氏
（
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
）・
南
端

理
伸
氏
（
大
阪
市
西
部
地
区
）
が
務
め
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
で
開
い
た
。

 

（
３
面
に
決
議
文
）

動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

活
動
方
針
と
し
て
、
▽
会
員

の
経
営
と
権
利
を
守
る
活
動

▽
社
会
保
障
制
度
を
守
り
、

拡
充
す
る
運
動
▽
住
民
本
位

の
暮
ら
し
、
い
の
ち
、
健
康

を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
活
動

▽
憲
法
と
平
和
・
民
主
主
義

を
守
る
活
動
▽
会
員
が
頼
れ

る
大
き
な
協
会
づ
く
り
―
―

の
５
つ
の
柱
を
報
告
し
た
。

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り

組
み
と
し
て
、
歯
科
医
療
機

関
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援

や
、
感
染
対
策
の
正
当
な
評

価
と
経
営
が
成
り
立
つ
診
療

報
酬
制
度
の
確
立
を
求
め
て

い
く
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

質
疑
で
は
、
▽
コ
ロ
ナ
禍

を
受
け
た
地
区
活
動
▽
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
型
講
習
会
の
充

実
▽
住
民
投
票
や
自
治
体
要

請
で
の
成
果
▽
平
和
・
民
主

主
義
活
動
に
対
す
る
意
見
―

―
な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
、
小
澤
理
事
長
が
答
弁
し

た
。

　

２
号
議
案
（
20
年
度
決
算

報
告
案
、
監
査
報
告
）、
３

号
議
案
（
収
支
差
額
処
理

案
）、
４
号
議
案
（
21
年
度

予
算
案
）
で
は
、
三
井
泰
正

副
理
事
長
が
感
染
拡
大
防
止

　

評
議
員
会
で
２
０
２
１
・
22
年
度
の
理
事
・
監
事
を
選
出

し
た
こ
と
を
受
け
、
同
日
夜
に
第
３
回
理
事
会
を
開
き
、
理

事
長
に
小
澤
力
氏
（
68
）
を
再
任
し
た
。
６
期
目
と
な
る
。

副
理
事
長
は
再
任
し
た
５
氏
に
加
え
、
新
た
に
平
尾
清
司
氏

（
54
）
を
選
出
し
た
。 

（
理
事
一
覧
は
次
号
に
掲
載
）

に
よ
る
活
動
の
制
限
や
事
務

局
員
の
欠
員
な
ど
に
よ
っ
て

収
支
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
と

説
明
。
５
号
議
案
（
理
事
、

監
事
の
選
出
）
を
吉
田
裕
志

副
理
事
長
が
提
案
し
た
。

　

各
議
案
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
、
最
後
に
決
議
案
を

採
択
し
た
。
１
〜
４
号
議
案

は
５
月
30
日
の
第
55
回
定
期

総
会
に
提
案
す
る
。

に
「
医
療
崩
壊
」
の
事
態
を

招
い
た
の
で
あ
る
。
５
月
14

日
ま
で
の
１
週
間
の
都
道
府

県
別
の
人
口
１
０
０
万
人
あ

た
り
の
新
規
死
亡
者
数
は
、

最
も
多
い
大
阪
府
で
は
27
・

９
人
と
突
出
し
て
多
く
な
っ

て
い
る
（
全
国
平
均
３
・
３

の
流
行
で
、
重
症
患
者
が
増

大
し
た
。
大
阪
府
で
は
、
重

症
者
用
病
床
を
上
回
る
状
態

大
で
は
、
感
染
力
が

強
く
重
症
化
に
な
る

ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
変
異
ウ
イ
ル
ス

法
で
は
、
感
染
症
対

応
の
施
設
の
構
造
・

ス
ペ
ー
ス
を
も
た

ず
、
消
毒
と
防
護
服

金
を
創
設
し
、
感
染
症
病
床

に
転
換
す
る
と
１
床
当
た
り

最
大
１
９
５
０
万
円
の
補
助

金
を
病
院
に
支
給
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
や
都
道
府
県

が
、
民
間
の
医
療
機
関
に
対

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
用
の
病
床

確
保
へ
の
協
力
を
勧
告
で
き

　

し
か
し
、
本
来
、
感
染
症

病
床
は
、
病
棟
内
の
空
気
が

外
部
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
、

病
棟
全
体
の
陰
圧
空
調
な
ど

の
専
門
構
造
を
持
つ
必
要
が

あ
る
。
現
在
、
感
染
症
病
床

を
も
つ
病
院
の
80
％
以
上
が

公
的
・
公
立
病
院
で
あ
り
、

だ
け
の
対
応
で
の
転
換
と
な

れ
ば
、
医
療
従
事
者
や
他
の

患
者
に
か
え
っ
て
感
染
を
広

げ
る
危
険
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
病
床
の
利
用

率
は
、
公
立
・
公
的
病
院
も

民
間
病
院
も
平
均
し
て
75
％

近
い
（
全
国
公
私
病
院
連
盟

鹿
児
島
大
学
教
授
・
伊
藤
周
平

鹿
児
島
大
学
教
授
・
伊
藤
周
平

を
問
う

を
問
う

「
医
療
崩
壊
」

「
医
療
崩
壊
」

コ
ロ
ナ
禍
の

コ
ロ
ナ
禍
の

④

求人情報の更新

協会ホームページの求人情報
を５月17日に更新しました。
URL
http://osk-net.org/job/


